





















































も際限なく増大してし1くO これが現代のありのままの姿であろう D 人類を滅亡さすかもし
れないこれらテクノロジーは開発者に利益を生む商品として民間で開発されており、国家
の管理を離れている。ユピキタス社会は情報そのものが兵器で、乗客全員が墜落ボタンを
押せる飛行機にいるようなものだと指摘する人もあるO 際限ない欲望の追求、経済至上主
義はすでに人間をそして社会を狂わせばじめている。根元は、このスピードに人間のリズ
ムがついていけないところにあるD 人間は正常であるためには退屈な時間、ゆとりを必要
とするからである O 私は退官してゆっくりと登山を楽しめるようになり、四季の変化を一
層感じるようになった。一木一革、植物はしっかりと体内時計を内夜しており、季節に合
わせて色とりどりに自分を表現する。人間も本来自然と接することにより四季の移ろいを
感じ、生活リズムが形成された。知や情感が刺激されて生活の営み、文化、芸術の土壌と
なった。進歩は善という思想、は疑うべきだ。
4.循環型社会の再生: 私は専門が流域管理学ということもあり、森林や河)1と絶えず
接してきたが、森林山地の生態系は生産、消費、分解の循環システムを備えており、その
営みは循環型そのものである。かつては里山、田菌といった農村の原風景がそれであり、
都市も流域を中心にみごとな循環型社会ができていた。それは)1で、水泳がで、きていたこと
からも理解できる。高度経済成長期に流域を中心とした都市生態が崩壊し、環境汚染を引
き起こしたのは、経済至上主義のもとで、技術も生産、消費システムのみに力を入れ、分
解処理技術やシステムへの取り組みがなおざりにされたまま、利便性と経済性のみから加
速度的に大量の商品が開発されてきたからで、都市で消費され排出される膨大なゴミや産
業廃棄物が、投棄されてきた。それは大気、水、土壌に深刻な環境汚染を引き起こしてい
るD 企業はリサイクルができ、安全に分解できる技術を持った商品開発を行う責務がある。
私たちは、失われた、流域を中心とする循環型社会の再生に傾注すべきである。
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